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国語科学習デザイン学会第２回研究大会プログラム 

 

 

１ 日 時     2019 年 1 月 12 日（土） 10 時 00 分（受付開始）～ 16 時 00 分 

 

２ 会 場     敬愛大学 会場 千葉市稲毛区穴川１－５－２１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・JR 総武線「稲毛駅」東口より徒歩 13 分 

・JR 総武線「稲毛駅」から稲毛区役所経由山王町行バス乗車、バス停「敬愛学園」下車 

・京成電鉄千葉線「京成みどり台駅」より徒歩 15 分 

           

３ 日 程 

受   付 10:00 ～ 

              研究発表① 10：30 ～ 11：00        ３４０１ ３４０２ ３４０３ 

              研究発表② 11：00 ～ 11：30 

              研究発表③ 11：30 ～ 12：00 

              休 憩    ※学食は利用できません。 

              研究発表④ 12：45 ～ 13：15 

              研究発表⑤ 13：15 ～ 13：45 

              研究発表⑥ 13：45 ～ 14：15 

              研究発表⑦ 14：15 ～ 14：45 

              交  流  会 15：00 ～ 16：00         ３７０１  

 

４ 参加費     2，000 円 

（会場費・運営費・交流会での軽食込み。予稿集は作成しません） 

 



- 2 - 

５ 参加申し込み等 

１）参加申し込み 

（当日参加でも不都合はありませんが、準備の都合上なるべく事前申し込みをお願いし

ます。） 

  １２月１４日までに以下の内容を kokugokadesign@gmail.com へ 

 （件名は「大会参加申し込み」） 

  氏名・所属 

 ２）発表者は、資料（書式は『国語科学習デザイン』に準ずる）７０ 部を当日持参し、   

会場で配布すること。 

 ３）発表用のプロジェクター、パソコンは会場側で用意します。 

  自分のパソコンを持参する場合は、可能な限りインターフェースご持参のこと。 

  （部屋の設備の接続は VGA になっております。音声は別コードになります。） 

 ４）駐車場はありません。 

 

６ 研究発表 

 

３４０１ 司会：①～③橋本祐樹 鈴木真樹  ④～⑦上月康弘 中野圭  

 

①  学習者のもつ問いの意識についての考察 

                   橋本 祐樹（大田区立東調布第三小学校） 

 学習者が文学作品を読む際、そこには「問う」という意識が存在している。熟達した問

いの意識のある学習者に対する問いづくりの学習デザインの検証は行われているもの

の、問いの意識の未熟な学習者に対する問いづくりの学習デザインの検証を進めていか

なければならないと考える。当日資料を基に、未熟な学習者の問いの意識の様相を明らか

にするとともに、問いの意識を高める学習デザインについて検討していく。 

 

②   挿絵を活用したお話づくり単元の改善 

                   宮島 歩（玉川大学教職大学院・学生） 

 新学習指導要領において、低学年の書くことの言語活動例の 1つに「物語の創作」が明

確に示されるようになった。しかし、実際の授業では、絵を基にお話を書く活動におい

て、絵に描かれている様子を断片的な言葉として話すことができても、そこからお話を構

成することができないという課題が生じた。そこで、低学年の児童が「初め・中・終わり」

の構成で繋がりのある物語を書けるように、挿絵を使った学習デザインを提案する。 

 

③ 学習者が質の高い〈問い〉を作るための学習デザイン 

              ―『大造じいさんとガン』の授業を例にして― 

                   鈴木 真樹（玉川大学教職大学院・学生） 

読みの学習において、学習者の作る〈問い〉が読みの交流を促すような質の高い〈問い〉

となっているとは限らない。そこで本研究では〈問い〉作りに慣れていない児童を対象

に、学習者の初感から質の高い〈問い〉を作るための学習デザインを検討する。①〈問い〉
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の交流、②質の高い〈問い〉の条件作りという 2つの手立てを中心に、作られた〈問い〉

の質や成立過程を分析することで、学習デザインの有効性を明らかにする。 

 

④   まど・みちおのコスモロジーと小学１年生の読み―〈見え〉先行方略を活用して― 

                   上月 康弘（小千谷市立小千谷小学校） 

 まど・みちおの詩には、人間が目にする現象や対象との一方通行の関係ではなく、全体

的な一体感が表現されている。このような詩の世界を味わうためには、学習者の時間や空

間の認識、身体の感覚を豊かに賦活させる必要がある。本研究では、まど・みちおの詩

「いちばんぼし」を扱い、小学１年生を対象とした学習デザインを考案した。学習者が、

まどの世界を実際にどのように触れ、読みを形成していくかについて、発話等を基に考察

する。 

 

⑤   詩の読みにおけるイメージ化が読みの交流に与える影響 

         中野 圭（上越教育大学教職大学院・学生（魚沼市立堀之内小学校）） 

詩の読みの学習においては、イメージ化の過程を重視した学習が読みの形成に影響す

る。そこで、どのようなイメージ化が要点駆動の読みに繋がるのか、その具体を明らかに

することで、読みの交流の学習デザインの一助になると考えた。イメージ化の過程として

詩の内容を絵に描く活動を設定し、絵が読みの交流における対話にどのような影響を与

えるのかを分析し、要点駆動に繋がるイメージ化のあり方について検証する。 

 

⑥ 「古典に親しむ」学習デザインの在り方 －「徒然草」の実践から－ 

武田 純弥（上越教育大学教職大学院・学生） 

「古典に親しむ」ための学習デザインでは、作者との対話が重要である。本研究では、

「徒然草」序文「あやしうこそものぐるほしけれ」の解釈を考えながら、章段を読み比べ

ることで、学習者が古典の世界に誘われ、作者との対話を可能とする学習デザインを考案

した。学習者が古典の世界に入り込み、作者との対話を行うことができた結果、自発的に

自分の世界に古典を位置付けられることが明らかになった。 

 

⑦ 読みの授業における交流のストラテジー獲得と対話の様相 

                   岩崎 直哉（新潟市立大形小学校） 

 読みの交流を進めるためには、交流の質を高める必要がある。本研究では、読みの授業

における学習者間の交流の過程を、談話分析によって記述する。学習者に、自らの交流の

様子を聴かせて、話し方や聞き方についてのモニタリングをさせ、新たに交流のストラテ

ジーを獲得させる。その後、どのように交流の様子に変容が見られたのか、量的・質的な

変化のデータをもとに分析し、交流の質を高める指導について考察する。 

 

 

３４０２ 司会：①～③江崎一記 平田貴子  ④～⑥中山卓 伊藤和人 

 

①  子供の興味・関心を活かした教科書伝記教材の選定基準 
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          ―現行教科書「伝記」教材の分析・実態調査を通して― 

                    江﨑 一紀（東京都足立区立栗原北小学校） 

 伝記学習は重要だと考えるが、現行の教科書５社では、６つの教材しかない。本研究

は、現行の国語科「伝記」の学習で取り上げられている被伝者を茅野（2012:288）の言う

「伝記教材における道徳的価値」を基に分類し、子供たちが被伝者について教材化された

伝記教材への興味・関心を調査する。そして、現代の子供たちが求めている被伝者の価値

に基づく教科書伝記教材の選定基準を提案することを目的とする。 

 

② 読むことの学習における『オーセンティックな学び』を考える 

          ―説明的文章指導を例に― 

                   平田 貴子（創価大学教職大学院・学生） 

                   石丸 憲一（創価大学教職大学院） 

 「資質・能力」を育てることが求められるようになり、オーセンティックな学びの実現

が各教科で試みられている。しかし、国語科、特に読むことの学習においては、教材自体

が生活から切り離されたものであり、学習者からすれば必然性なく読むことになりがち

である。そこで、本研究では、説明文「アップとルーズで伝える」における子供の問いの

生かし方を考える中で、読むことにおけるオーセンティックな学びとは何かを考えてみ

る。 

 

③ 社会的実践としての説明的文章の読みの学習 

          ―特徴的なレトリックから言外の意味を推論する学習の一考察― 

                   小川 高広（上越市立高志小学校） 

 説明的文章の批判的読みの実践は、「社会・文化的な要素を廃するという脱文脈化が見

られる」という課題が指摘される。そこで本研究では、社会的実践としての説明的文章の

批判的読みの在り方を検討することを目的とした。言外の意味を推論しテクストを評価

する学習を構想するために、特徴的なレトリックを措定し、それを基にした学習課題を設

定した。本研究では、授業実践を基に学習活動の有効性を検証した。 

 

④  説明文の学習指導において「考えの形成」を促す学習デザインの在り方 

                   金子 善則（上越教育大学教職大学院・学生） 

                   青沼 慧 （上越教育大学教職大学院・学生） 

                   千葉 友江（上越教育大学教職大学院・学生） 

 新学習指導要領では「考えの形成」が重視されている。そこで、説明文の学習指導にお

いて、どのような要因によって「考えの形成」に至るのかを検証をしたいと考えた。説明

文「さわっておどろく」は事例が十分に示されておらず、筆者の主張について理解の空白

が生じやすいという特徴がある。そこで、筆者の主張にかかわって批判的読みをする学習

デザインを案出・実践し、「考えの形成」がどのように起こるのかを考察した。 

 

⑤  メディア・リテラシーの基本概念「表象」を取り入れた説明的文章の学習デザイン 

                   伊藤 和人（上越教育大学教職大学院・学生） 
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 我が国のメディア・リテラシー教育では、メディアの内容や形式の差異を比較すること

がクリティカルな読みとして評価されてきたきらいがある。そのため、中村（2018）では

メディア・リテラシーの基本概念の導入を提案している。そこで、基本概念に基づいてメ

ディアを比較し、クリティカルに読む学習デザインを構想した。比較検討場面の様相を、

発話プロトコルやワークシートから分析することで学習デザインの有効性を検証する。 

 

⑥  小学校入門期における論理的に思考する力を育む学習デザインの検討  

                   中山 卓（上越教育大学教職大学院・学生） 

 論理的な文章構成は、「論理関係の筋道が正しい文章」という意味ではなく「述べる順

序が正しい文章の構成」という意味で捉えられて指導されている実態がある。説明文を初

めて学ぶ小学校低学年の子どもが、事象と事象の関係を論理的関係として捉えるための

学習、つまり、意味内容を伴う論理の学習をするための学習デザインを考案、実践した。

ワークシート、音声記録から学びの様相を見取り、学習デザインの有効性や課題を挙げ

る。 

 

３４０３ 司会：①～③西田太郎 小川愛美  ④～⑦井上功太郎 小林圭 

 

①   相互作用に対する学習者の意識に着目した読みの学習 

                   西田 太郎（品川区立台場小学校） 

 読みの学習において他者との相互作用を認識することは、読むという行為の主体であ

る学習者の意識として重要なものである。相互作用によって生まれる解釈は、協働的な解

釈形成の自覚と解釈へのメタ的なアプローチとして現れる。本研究では、他者の解釈を説

明し合う場面を設定し、実践した。実践の分析から、協働的な解釈形成と自己の読み直し

が誘発される様相が確認され、学習者の相互作用に対する意識が明らかになった。 

 

②  ファンタジーを読む・書く 

                   中嶋 葉子（元・栃木県壬生中学校） 

 一冊の本の扉の言葉に導かれて、ひとつの物語を読む。作者が語る言葉ひとつひとつに

向き合うことで、十代の少年少女に、「ファンタジーとはなにか」を問う。それは今まで

読者として存在していた自らが物語を紡ぐ作者になる可能性を知ることになる。それは

また、読者として物語をどう読むかという問いに還っていく。トンケ・ドラフト作『青い

月の石』（2005年オランダで出版。2018 年日本で刊行、西村由美訳。）をテキストにす

る。 

 

③  二方向からのアプローチによる「古典に親しむ」学習デザインの提案 

                   小川 愛美（上越教育大学教職大学院・学生） 

 「古典に親しむ」学習には、学習者が古典世界に入り込み、昔の人のものの見方・考え

方を捉える学習と、古典世界を現在と対象化し、我々の生き方や文化に置き換えて考える

ことで、古典作品に新たな価値を見出していく学習という 2 つの立場が存在している。

しかし、学習者が「古典に親しむ」ためには、両方向からの学習過程が必要だと考える。
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中学校 1年生を対象とした古典入門教材である『竹取物語』の学習デザインを提案する。  

 

④  中学校における「句会」の成立条件の実践的検討 

                      井上 功太郎（足立区立第十三中学校） 

 俳句の読みから創作、句会という一連の学習デザインを行い、句会の成立条件について

実践的に検討を行った。その結果、句会という目的を持たせることで、主体的な学習とな

りやすいこと、初学者の集団では、「わかりやすい」句が選ばれる傾向が見られること、

句会をよりコミュニカティブな活動としていくためには、俳句についての理解を内在化

させる必要があるということが明らかになった。 

 

⑤ 見物人的スタンスで読む「ごんぎつね」 

                   小林  圭（葛飾区立松上小学校） 

  本研究は、小学校４年生の物語文「ごんぎつね」を教材とし、語り手について考えなが

ら読む学習を通して、見物人的スタンスの読みを促そうとするものである。本教材は、読

者のスタンスによって、悲劇や後悔、また喜びや感動、さらには情景描写や描出表現の意

図を考える等の多様な読みが可能である。このような教材において、見物人的スタンスを

取ることが、どのような価値をもつのかを分析する。 

 

⑥ 発表題目：大学生による学習指導要領改定案の分析と考察 

          ―異学年での交流をもとに― 

              桃原 千英子（沖縄国際大学総合文化学部日本文化学科）

教職課程を履修する学生が、異学年での交流・対話により、どのように学習指導要領改 

定案を読み解いたか、分析、考察する。「学習指導要領改定案に対するパブリックコメン 

トの作成」という課題を提示し、国語科の授業実践を豊かにするといった観点から分析さ 

せた。学生のコメントや感想の記述をもとに、教員養成における異学年での学び合いの実 

態と可能性、これからの教育の在り方をどのように考えているか検証する。 

 

⑦ 小論文を通した語彙指導 

                   篭島 千裕（土浦日本大学高等学校） 

 「書くこと」の学習として「小論文に適した表現や言葉遣いを理解し、使い、語彙を豊

かにする」という目的のもと、小論文指導を行った。実際にその語句を使って書くこと

で、語彙を増やすことにつなげていく。そのため、生徒の文章を添削し、間違いの多いポ

イントを分析する。そして、生徒の自己添削・教師の添削・間違いの多いポイントの指導

を通して、自分で間違いやすいポイントに気をつけることができるような指導を考える。 

 


